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リアルVoice
留学経験者の

留学後の就職

海外の大学は日本の大学と入学時期、卒業時期がずれていることが多く、日本での
就職活動の流れをつかめないと不安に思う方も多いでしょう。けれども現在は、イ
ンターネットで企業情報を得ることができ、エントリーシートの提出や説明会の登
録が可能です。企業の採用慣行は過渡期にあり、採用を春と秋の二回にしている企業、
通年採用を実施している企業があります。また、海外の大都市では、日本人留学生
を対象としたキャリアフォーラムが開催されていますので、留学先によっては、海
外で就職活動を行う機会があります。ただし、日本国内で通年採用を実施する企業や、
海外の就職フォーラムに参加する企業数はまだ限られています。現状では、留学先
で情報収集を始め、卒業後すぐに帰国し、海外の大学を卒業した学生向けの就職
フォーラムなどを利用して就職活動をするか、海外の大学で学士課程を卒業した後
に日本の大学の修士課程に進学し、就職活動に備える学生もいます。

日本での就職
正規留学（留学先で学位を取得）した場合 海外で就職するには、まずは求人があること、現地で働くための労働ビザが発給さ

れることが条件です。通常、労働ビザは雇用主が費用を負担して手続きされます。
採用に至るには、現地の人では代替できない知識・技術を備えていることが必要です。
海外では企業は即戦力になる人材を求めています。インターンシップの経験を積ん
でから、採用に至るケースもあります。積極的にインターンシップに参加し、職務
への理解を深めるだけでなく、そこで人脈を作ることも能力の一つです。
留学先によっては、比較的仕事が探しやすい場合もあります。ただし、海外で日系
企業に就職した場合、一般的には日本で同じ企業に採用されるより待遇が悪いこと
が多いので、将来のキャリアプランを考えたうえで選択肢に入れることをおすすめ
します。

企業は留学を通じて広い視野、主体性、積極性、異文化コミュニケーション力、チャ
レンジ精神を培った人材を求めています。留学中は語学力の向上だけでなく、異文
化の中で人としての資質を磨くことを忘れないでください！

海外での就職

まずは留学するタイミングを考えましょう。学士課程3年次の夏までに帰国すれば、
現状では一般的な春採用に向けた就職活動に間に合います。ただし、留学先での履
修にあたり、日本の在籍大学で専門科目を履修済みであることを求められた場合、
履修できる科目が制限されることがあります。また、協定・交換留学の場合、就職
活動のために一時帰国することを認めない大学があります。在籍している大学の担
当部署と相談して、留学のタイミングを決めることをおすすめします。留学の期間
にかかわらず、目的と成果をしっかり示すことができれば、留学経験は就職活動で
大きなアピールポイントになるはずです。

協定・交換留学、休学留学（日本の大学に在籍中に留学）した場合

留学経験者のリアルVoice ～留学後の就職活動に役立ったこと～
■留学経験・国際経験　　　　　　　　　■語学力（語学試験のスコア）
■現地でのインターンシップ経験　　　　■視野の広さ
■異文化理解力　　　　　　　　　　　　■コミュニケーション力
■現地で作ったコネクション・人脈　　　■留学経験者からの情報・ネットワーク
■専門性

●留学中にインターンをした会社にそのまま就職しました。
●トラブルの中でも、水が頻繁に汚くなったり止まったりすることが非常に大変でした。しかしそ
れがきっかけでインフラの重要性を実感し、就職活動の軸にもつながった。
●現地で研究活動、インターンを行っていたのですが、色々な人が色々な働き方をしていて、自
分に素直に生きることの楽しさを知りました。
●現地で行われていた語学交流などに積極的に参加し、そこでインターン先と知り合った。それ
がなかったら留学がキャリアにつながることはなかったと思う。
●日本だけが自分の今後の将来のキャリアにおいてのフィールドではないことが分かった。さまざ
まな可能性、価値観に触れるきっかけになった。
●日本ではある程度決まった軌道に沿ってキャリアを積むことが普通だとされているが、現地で仕
事を得る難しさから，自分の市場価値を高める行動を自ら行う重要性を実感した。
●語学力はもちろん、専門性が身についたためキャリアチェンジにも役立っていると感じる。

留学とキャリア
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祖父の足跡を訪ねて
　メキシコ留学を決意したのは、祖父がきっかけでした。私の場合、祖父がメキシコに
住んだことがあり、現地に知り合いが多く、他国に比べ留学先として安心感があったこ
とが大きな理由でした。加えて、当時文化人類学を専攻していた自分にとって、祖父や
家族、知り合いを通じて見ていたメキシコは、マヤ・アステカなどの歴史とスペイン植
民地の歴史という複雑な過去を持ち、そうした伝統に基づく豊かで多様な文化を誇る国
で、身を置いて学ぶ環境として、とても魅力的な場所であったことも決め手の一つとな
りました。
スペイン語人材育成のための研修計画に応募
　メキシコ留学を決意したものの、私が大学で選んだ第二外国語はロシア語で、スペイ
ン語圏のメキシコに留学するには語学面でハンデがありました。しかし、スペイン語を
十分に話せない人でも応募可能な、外務省のスペイン語人材育成を目的とした「日墨戦
略的グローバルパートナーシップ研修計画」を見つけ、急いで書類を揃えて応募。運良
く研修生に選ばれました。こういったプログラムは、外務省HPの他、大学HPの留学情
報など様々なところに出ていると思いますので、気になる留学先のプログラムが無いか
チェックすると良いと思います。
人、自然、旅。―メキシコと共に生きる
　メキシコの場合、学生寮などが無いので、まずは自力で家を探すところからスタート。
現地の人の協力を得ながら、研修生それぞれに自分の家を探します。学校については、

私の場合は語学学校でのスペイン語学習が研
修の中心だったので、初級からのスタートで
した。面白かったのは、サルサやメレンゲと
いったダンスの授業もあるところです。フィ
エスタ(パーティー )などで踊る機会の多いラ
テンアメリカならではですね。また私は、ス
ペイン語の練習のために積極的に話しかけ、
友達を作りました。言葉の壁に最初は苦労し
ましたが、沢山の失敗を重ねて出来た友人の
中には、交流が今でも続く人がいて、大切な

絆となっています。また、メキシコは地方も魅力に溢れ、大自然の中を走るチワワ鉄道
に乗る旅に出たりと、メキシコ国内を旅行したことも、いい思い出です。
ラテンアメリカ研究の道へ
　メキシコ留学を通じて、自分がいかにメキシコを知らなかったのかを思い知らされま
した。そこで、メキシコ、そしてラテンアメリカを更に深く学ぶため、大学院のラテン
アメリカ研究コースに進学し、メキシコシティに関する修士論文を執筆しました。大学
院での学びを通じ、ラテンアメリカの他の国々にも関心を持ちました。
アルゼンチンからメキシコに「帰省」する
　メキシコでスペイン語を学んだことで世界が広がり、今はアルゼンチンに赴任してい
ます。アルゼンチンも魅力溢れる国ですが、先日の休暇の際にメキシコに「帰省」した際、
留学時代の友人たちに温かく迎えてもらい、「帰ってきた！」と強く思いました。今や
メキシコは、私にとって第二の故郷とも呼べる存在になっています。
スペイン語の世界に飛び出そう！
　スペイン語は、スペインの他、ラテンアメ
リカでは北はメキシコ(あるいは米国内)から
南はアルゼンチンまで、たくさんの国で話さ
れています。発音は日本語に似ていて学びや
すいですので、日本人にとっては習得しやす
い言語です。是非スペイン語を学び、色々な
人と話して、豊かなスペイン語圏の世界に飛
び出しましょう！

「全身を使って学ぶ！学んだ言葉はすぐ使う！」

トビタテ！留学JAPAN留学体
験発表会などで留学に関する発
表を行った。また、2018年日
本ユネスコ協会連盟主催の高校
生カンボジアスタディツアーに
参加。2020年3月金光学園高
等学校を卒業し、同年4月より
東京大学に在籍している。
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